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グリン⑧タフ(緑色凝灰岩)

2.グリン｡タフ地域の新第三紀の火成活動(続)

筆者の研究成果について述べるまえに東北地方グリ

ン･タフ地域の5万分の1地質図幅について次に第三

紀花開岩類について簡単に紹介する.この地域の図幅

は現在第1図に示したように20葉出版済であり10数

葉調査済もしくは調査中であり各地区の詳しい地質に

っいてはこれらの図幅を参照されたい.なお岩手県

グリン･タフ地域の地質については10万分の1岩手県

地質図および同説明書I(早川典久教授･舟山裕±教授･

斉藤邦三博士･北村助教授)に詳述されており非常に

よくまとめられている.第三紀花陶岩類が存在するこ

とについて初めて報告したのは木下亀城博士(1931)

であってそのご1950年頃から各地で発見され報告さ

れた.第三紀花開岩類がグリン･タフ地域の新第三紀

造山運動に関係したきわめて重要狂存在であることは
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湊正雄教授1八木健三教授･舟橋三男教授(1956)田

ロｰ雄助教授(1956･1959･1960･1961･1962)竹内

常彦教授(1958･1961)榊原忠政博士(1958)生出

慶司博士1大沼晃助博士(1960)舟山裕士教授(1961)

折本左千夫博士(1964･1965)筆者(1959･1961･19

62･1963)などによって指摘されている.

折本博士は第三紀花筒岩類の特長および問題点を

次のとおりあげている.

(1)岩相変化が著しく組織的に完晶質岩(深成岩)組織か

ら鼓璃質1岩(火山岩)組織まで変化し成分的に中性か

ら酸性(1都塩基性)にわたるがその相互変化は漸移で

ある.なお火山一深成作用(Volcano･plutonism)

によって形成された複合体である.

(2)岩体は概して変質が著しくしかもその周縁都でいっそ

う顕著と祖る傾向があリこの変質に対しては自変質作

用が主要因であろう.

(3)脊梁地域のものと出羽地域のものでは概して脊梁地域

のものがより塩基性である.

(4)その活動の時期が船川階前半から後半が推定され比較

的特定の時期そして特定の場所に活動している.

(5)第三紀花開岩類の岩体中あるいは近傍には大なり小なり

合金･鋼･鉛･亜鉛鉱脈型鉱床をともなう場合が多い､

しかも1部にはX㎝otherma1型鉱床もみられる｡
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出版済み地質図幅11

筆者は東北地方中部グリン･タフ地域の新篤三紀の火

成活動について1963年岩石鉱物鉱床学会誌第50巻

第5号に員数の制限のため要点のみを発表したが今回

その後の研究成果を1部加えて述べる.しかし地質

ニュｰスである関係上あまり専門的な岩石学的地球

化学的性質については割愛することにする.筆者の研

究成果の特色は東京大学久野久教授による火成岩成因『

第2図男鹿半島胃部山地南煤潮瀬ノ岬(藤曲教授1959)男鹿半島西部山地の海津は写真のごとくすこぷる露出がよい

写真の潮瀬ノ州1付近には阿仁合型植物群に属する化石を産する砂礫岩が饒出している�
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策1表鉄苦土鉱物組み合わせによる捨石の分類(久野久教授)

第3図秋岡県阿仁町打当東方の合島期の酸櫛1大川礫凝灰渚.こ二の凝灰

堵は秒耕や泥堵と互層をなし泥岩中から禽鳥型植物排に｣1垣する化石を

産する.グリン･クフから産する植物化石には阿仁合型と台島型の2

つのタイプのあることが藤岡教授によって発見されはなれた地域間の対

比や中新1山:ころの気候の変化などをしる上に有力な諏ことしで使われ

ている

論に立脚した岩型(Vd型至皿｡型板ど)別分類(第1

表)を行ない岩石学的地球化学的性質を検討して岩

系(アルカリ岩系ソレイアイト岩系など)別分類を行

放ったことおよびこれら岩型および岩系の時代別地

域別の変せんを考察したことである.またはじめて

グリン･タフ地域の火成活動史を火山岩類の噴出した

数量で表現したことである.

1.第三紀花筒岩類の迷入時期と場所

第三紀花闇岩類は秋岡･山形県境地域の台山石英閃緑

岩類を始めとし点々と分布し主として花崩閃緑岩お

よび石英閃緑岩からなり台山石英閃緑岩類(第4図)

の周囲には接触変成帯(大沢･角1961)がみられるが

ほかの岩体では接触変成度は低い.第三紀花開岩類は

岩相の変化が著しく周縁部では細粒花嵩岩～閃緑岩

･石英閃緑斑岩･閃緑斑岩･文象斑岩･花陶斑岩･石英

斑岩たどにときに流紋岩･石英安山岩･安山岩などに

漸移的に移化し一般に変質が著しく黄鉄鉱に鉱染さ

れていることが多い.折本左千夫博士カミ指摘したごと

く火山一深成作用(Vo1cano･p1ut㎝ism)によって形

成された複合岩体と考えられる.また第三紀花開岩類

の岩体もしくは周縁地域に金･銀･銅1鉛1亜鉛を含む

鉱脈型鉱床(XenOthema1型鉱床を含む)が多い特長が

ある.

第三紀花筒岩類の斑入時期を考察するためおもに筆者

の観察した実例を次に述べることにする(第5図).

ユ青森･秋田県境大問越街道須郷峠付近の石英閃緑

岩(大沢1964):基盤岩類(白神岳花開岩)およ

び藤倉川層(門前期)を貫ぬいている.なお1司

久野教授による火1ユ1および火1.工1岩(岩波金書初版1954)に

著述されているので参照されたい

岩質のものが本地域東方の真瀬川流域(2個所)

に露出している.

2青森･秋田県境粕毛川上流の石英閃緑岩(大和･

尾上1952):この岩石により熱変質を受けてい

る黒色泥岩は筆者の八森町真瀬川支流奥の野外

調査結果から女川期のものと考えられしたがっ

てこの石英閃緑岩の避入時期は女川期芯しくはそ

れ以後であろう.

3秋田県藤里村粕毛川中流独鈷森の石英閃緑岩(斉

藤1951):筆者の観察では酉黒沢期の岩層を貫

ぬいており間接的な証拠であるが女川期もしく

はそれ以後の断層に沿って迷入している.

4秋田県藤里村長場内沢の石英閃緑岩(上矩川尻

･井上1961):上田博士らによれば船川期の素

秋岡･{形県境地城の第三紀花樹岩類
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波里安山岩類に接触変質を与え船川期と考えら

れる.

5.秋岡･岩手県境花輪鉱山付近の石英斑岩:筆者の

観察では第三紀花開岩類の周縁相と考えられ花

輪層(西黒沢期二～女川剃)を貫ぬき太平沢層

(女川期～船川期)に被覆されていることから

酉黒沢湖～船川期の間に避入したのであろう.

6秋田県北秋岡郡阿仁鉱山付近の花商閃緑岩～閃緑

岩(神1⊥1ほか1958折本1965):筆者の観察

によれば門前期の岩層を貫ぬいておりまた坑内

で玄武岩々脈に貫ぬかれている.東北地方グリ

ン･タフ地域の粗粒玄武岩～玄武岩の活動時期の

上限は女川期までであるのがふつうであることか

らみてこの花陶閃緑岩～閃緑堵の斑入時期は女

川期もしくはそれ以前と推定される｡

7秋田県北秋嗣郡阿仁町孫沢の花開閃緑岩(大沢

1960):大又層(門前期)を貫ぬいており間接

的た証拠であるが女川期もしくはそれ以後の断層

に沿って遼入している｡

8秋田県五城目町南東方大台東方の石英閃緑岩ぐ大

沢1960)1大台東方の天徳寺層中に至C～数亙0

Cm大の円礫として含まれているごとおよび変質

した安山岩類に接触変質を与えていることから

この石英閃緑岩の迷入時期は船川期もしくはそれ

以前と推定される､

9秋田県仙北郡酉木村寧田南方の花開閃緑岩(大沢･

角1958)1門前期の岩層に接触変質を与えている.

10秋囲県仙北郡官田又鉱山北方の石英閃緑岩:酉黒

�

�

�

�

�

㈰

㈱

措手県和賀郡湯田村川尻北東方無地内沢などの石

英閃緑岩(舟橋ほか1963):舟橋教授ほかが指

摘したごとく大石層下部(台島期)を貫ぬいてい

る.

岩手県和賀郡湯田村南本内川流域の石英閃緑斑岩

(佐藤1高橋1956):佐藤博士ほかが指摘した

ごとく小繁沢層(西黒沢湖1～女川期))を貫ぬい

ている.

秋岡県雄物川町大沢西方の石英閃緑岩～閃緑岩

(沓沢1963):沓沢博士が指摘したごとく及位

層(門前期)を貫ぬき畑村層(台島期)中に

数Cm大の円礫として含まれている.沓沢博士

による発見は重要な意味カミあり少なくとも台島

期より前に遊入した第三紀花陶岩類のあったこと

を示している.

秋田県羽後町西馬音内南方の石英閃緑岩:及位層

(門前期)を貫ぬいている.

山形県最上郡目正鉱山付近の石英閃緑岩(折本

1964):折本博士によって詳しく研究されており

折本博士が指摘したごとく草薙層(女川期)をつら

ぬき粗粒玄武岩に接触変質を与えていることから

女川期もしくはそれ以後に迷入したものであろう.

山形県新庄盆地北東方の台山石英閃緑岩類(加藤

1955大沢･角1961)(第4図)1東北地方グリ

ン･タフ地域で最も大き柾岩体であって基盤の

花開岩類O干麻岩を含む)および及位層(門前期)

をっらぬいていることから門前期もしくはそれ以

後に斑入したものであろう.しかし間接的な

証拠であるが台■⊥1石英閃緑岩類によって貫ぬか

れている及位層の岩石が西黒沢期および女川期の

岩層中に多数円礫として含まれているにもかかわ

らず台山石英閃緑岩類の礫が発見され粧かっ

た.このことから門前期ではなくずっと遅れ

た時期に迷入したことを推定させる.

山形県最上郡大堀鉱山北方の花筒閃緑塙～石英閃�
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緑岩(竹内ほか1960田口1961):竹内教授･

困口助教授などに指摘されたごとく及位層(門前

期)を貫ぬいている.

以上のほか筆者が直接観察しなかった第三紀花開岩

類を文献によりあわせ考察すると次のように要約できる.

す准わち

(1)台島期より前に迷入Lたもの

(2)女川期もしくはそれ以後船川期までに蓮.久したもの

(3)迷入時期のはっきりしないもの

と枚る.

筆昔は以上の諸事実と下記の諸事実から考えて第三

紀花開岩類の大部分の岩体は比較的短期間におそらく

船川期(1部女川期)に遊入したと推定している.

(1)あとで述べる新第三紀火山岩類の時代別変せんか

ら考えると西黒沢期後半～女川期前半頃から岩系

の大き政変化がある.すなわち以前ではソレイ

アイト岩系と高アルミナ玄武岩系(b型と｡型)

の火山岩類で特長づけられ以後ではカルク･ア

ルカリ岩系と高アルミナ玄武岩系(d型)の火山

岩類で特長づけられ第三紀花商岩類の迷入は後

者の諸岩系と成因的関係があると考えられること

である.

(2)ずっとあとの構造発達史の章で詳細に述べる予定

であるが要約すると女川期と船川期は最大海侵

もしくは最大沈降の時期であり同時に隆揮運動

が行たわれた時期でもありおそらく錦三紀花

陶岩類の大部分の岩体はこの時期に迷入したと推

定されることである.また小規模ではあるが

酉黒沢期もしくはそれ以後の時期にも局部的隆起

第6図秋則県太平111周縁地域の錦三紀花嗣恭類

1.大台2.猟1113.姉ガ岳4.阿仁合5.大又川6､森､工手111

7.太平■■18.営口19.角餓a.阿仁1鉱I11b.m沢鉱■llc､宮

1η又鉱111d.荒川鉱111e･畑鉱111

運動があり1部の岩体の迷入があったと考えら

れる.

(3)1つの実例として秋岡県太平山周縁地域(第6図)

についてみると本地域では北西一南東方向に伸

びる基盤措類を中核としたドｰム構造をだし基

盤岩類から遠ざかるにしたがって次第に新第三

系のうちの上位の地層が分布している.第三紀

花陶岩類は基盤岩類の外周7kmの間に基盤岩類お

よび新第三系を貫ぬき基盤岩類を取りかこむよ

うに規則正しく並んでいることである.このこ

とから比較的短期間に迷入したことを推定させ

また船川期に完成された北耐一南東方向の隆起地
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第7図
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同本海沼津地域の新

第三紀火成姓類の堵

型別による噴11､(～
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策2表東北地方内陸盆地～日本海沼津地域

中新世火1J鵬類の措型蜘による勅もな磯地
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城に迷入している.

2.新築……紀火山岩類の岩型の時代別変世ん

新第三紀火山岩類のうち門前期･台島期および西黒

沢期の火山岩類は著しく変質され久野久教授(1950)

による分類を行なうことの困難なものが多い.筆者は

検鏡および化学分析を行恋うため多数の岩石標本から

比較的変質されてい扱いものを選んだ.その研究結果

のうちの岩型別の噴出順序を第7図に岩型別による産

地を窮2表と第8図に示した.アルカリ岩系のものに

ついては筆者の資料と宮城一男助教授(1961)から作

成した.

内陸盆地一目本海沿痒地域についてみるとアルカリ

岩系高アノレミナ玄武岩系(久野1960)ソレイアイ

ト岩系カルク･アルカリ岩系荏どの色々の火山岩類が

ある.

アルカリ岩系の火山岩類は門前期に限られ粗面玄武

岩粗面安山岩および粗面岩が内陸盆地々域･出羽丘陵

地域および日本海沿岸地域に点々と少量噴出している血

高アルミナ玄武岩系の火1⊥1岩類は門前期から船川期ま

での各期にみられ玄武岩と安山岩である.そのうち

b型と｡型に属する岩石は門前期･台島期および西黒沢

期に多く女川期にもみとめられる.d型に属する岩石

は女川期と船川期に多く門前期にもみられる.下記

のカルク･アルカリ岩系の火山岩類としたもののうち

とくに女川期と船川期のものには高アルミナ玄武岩系の

ものが相当含まれていると思われるが化学分析を行な

っていないので一応この岩系からはずした.

ソレイアイト岩系の火山岩類は門前期･台.島期および

酉黒沢期に多くまた女川期と船川期にもみとめられる.

大部分は玄武渚と安山岩で石英安川岩と流紋岩は少ない.

玄武岩はかんらん石玄武岩(皿い｡型皿｡型)と普通

輝石玄武:岩(X｡型)が多く門前期･台島期および酉

黒沢期に多量に噴出している.安山渚は紫蘇輝石普通

輝石安山岩(ときにかんらん石を含むV｡型)と普通

輝石安山岩(X｡型)でとくにV｡型が多く門前期

から船川期までみとめられるが門前期･台島期および

西黒沢期とくに門前期に多量に噴出している.

カルク･アルカリ岩系の火山岩類は門前期および台島

期にもあるが酉黒沢湖･女川期および船川期に多く玄

武岩･安山岩･石英安山岩および流紋岩である.玄武

岩は普通輝石かんらん石玄武岩(Wd型)で門前期と女

川期に少量噴出している.安山岩は紫蘇輝石普通輝

石安山岩(ときにかんらん石を含むVd型)が大部分

で角閃石紫蘇輝石普通輝1石安山岩(VId型)などがあ

り女川期および船川期にとくに多量に噴出している.

石英安山岩は各時期にみられ有色鉱物として角閃石

ときに普通輝石まれに黒雲母を含むものと有色鉱物を

欠くものとある.門前期にはまれでそれ以後次第に

ふ㍗

節8図端2表の火111耕類の採集地を示す図

固.瑞木111b.弘前｡.能代d.鵬ノ巣e.米代川f.八郎濁

g.五城目h,阿仁合i森吉111k.秋1月1･太平111m.1⊥1沢湖

口.雄物川｡.大閤p.末荘q.横手r.湯沢s.院内t.金山�
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多くなり船川期及びそれ以後に多量に噴出している.

流紋猪は制時期にみられ台島期にも多いが西黒沢湖

1女州期および船川期にとくに多い､有色鉱物を欠き

斜長石の禺立つ斜長流紋砦と呼ばれるものと黒雲母

と巷に角閃石壁れは普通輝有を含むものとがある咀

以上のほか粗粒玄城砦は有色鉱物として普通輝有と

かんらん石まれに紫蘇輝石を含み門前期から船川期

はかけて各期に貫入しておりとくに女川期に多･く女川

期を特長づけている血ごく小姑･がアルカリ粗粒玄武

砦が男鹿半島(青木1宮城1962)抽よび出羽丘陵地城

などにみられる割

以,ヒ述べたことを時期別に要約すると門前期にはア

第9図門前期σ)かんらん石粗面玄斌拾(皿b型)の顕微鏡写真(秋岡県

雄勝郡羽後町横根峠東方産)(X30)

鰍棚欄臓洲1んらん孫蛮斌鵠(狐も澱)の顧㈱艀真

(獄顕燥錐騰糊納狐蝸近誰)(湖⑪)･

節11図門前期の紫蘇輝府普通輝石安{岩(VC型)の顕微鏡写真(執閉

県雄勝郡羽後町嘩付近産)(×30)

蜘獺藺黒沢期の無斑晶質玄武治質安山潜(c型)ヴ順微鏡写真

(職閑県河辺郡河辺町砂子淵付近藤)(刈｡)

榊3図繭黒沢期ヴ)紫蘇輝石普通輝石安山増(Vc狸)の顕微鏡写真

(Il■形県最上都釦11町中閉付近藤)(X30)

銃14図女川期の紫蘇緑石玄武岩質安111岩(Vd型)の顕微鏡写真

(秋岡県北秋旧郡上小阿仁村麟沢付近産)(×30)�



一16一

扇1蒜萩賊梯鰹淋轍蛾破鵬鰍鰍榊館鱗)

ぺ如燃よ㈱1妻誓舳馳械碗燃㎞鮒灰鰍榔

､j1蟻､㌶鳩鵬瓢㌣嘉篶漱篶雛樽

単軌てい紅岬払･

1苓垂

凱漸錦塁紀火出猪類⑳擦鍵⑳地域別裟蝉一ん

大局的にみると宮城助教授(1963^♀64為缶よらて

発表されたように面より東に向って男鹿1温海岩石一

､

鰍限切脇ぬ紫蘇糠孫普通輝孫讃泌緒ζ洞灘)の顕微鰯塚輿

(秘渕燥雄勝郡雛腸欧繊根付近鱗)ζ鴻⑬)

綿工?闘､策簿静鋼管螺蘇鱒腐鷲滋鱗潟約五1拷(y慈鯉)の顕微鏡塚無

一再奏言､べ(繍棚甲脇搬)(顯⑰)

軸

評ルカリ岩系の岩有(錦婁図)高アルミナ玄武岩系ダ)b

型(綿工0関)c型&砥型をくにソレイアイト岩系の

玄斌岩と安山:岩(第夏聰)が多い畠合島期および西黒

沢期には高アルミナ玄武岩系のb型と｡型(第12図)

ソレイアイト岩系の玄武岩安山岩(第13図)と流紋岩

およびカルク1アルカリ岩系の流紋岩カ§多い｡女州期

および船川期には高アルミナ玄武岩系の遠型(綿工4図)

カノレク語アルカリ岩系の安山岩(錦15図錦蝸関)と流

紋岩が多くまた女州期には粗粒玄斌岩が魅入している.

天徳寺期以後にはカルク1アルカリ岩系の石英安山岩と

少量の安山岩(第王7図)および流紋措が噴出しており

天徳寺期より前の各期に比べ少最で齢る吉

以上内陸盆地一貫本海沿岸地域について述べたが背

梁山脈地域については現在研究中であっておそらく

門前期向島期および酉黒沢湖は｡型(とb型)女州

期および同期以後はd型の火山岩類によって特長づけら

れると予想している.

ルグ1アル釣リ岩系および高アルミナ玄武堵系(8型)

の火山岩類が多い傾向を示すと考克られる昔

このほか鉱脈型鉱床の密集する地区とそうで削･地

区とでは差異がある世新錦三紀火山岩類の岩型の地域

別変せんは新第三紀の構造発達史などととくに密接に

関係しているので最後の新第三紀造山運動一火成活動

および鉱化作用の棉亙関係の項にて詳述する由

轟｡坤新挫火山潜類⑳墳幽鑑

弗草表および剃8図は北村信助教授g!螂)雨ロｰ

離(螂島)渡辺穣(螂2)などの諾研究および筆背の

､､野外調査研究資料から青地理図を作り火山岩類の分布

頂積各時期と各地域の岩層の平均の厚さを推宛して算

定したものである｡火山砕暦岩は岩質別に各人{岩類

学)内に含めている｡以下夢)べる安山岩とは刻工蛤熔岩

と安{砦の火山砕帰着とをあわせた意味である圭玄武

堵流紋岩などについても同じである｡

粗繭玄斌岩&粗面安山岩は門前期のみでδ脈1軌蟄土に

すぎず粗面岩もごく少ない.玄武着と粗粒玄武岩�
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節3表東北地方巾部内陸盆地～日本推沼搾地域の中新･1世火山姶類の量

岩石

時期

粗面玄底岩

粗面安山岩

玄黄岩

粗粒玄践岩

安山岩

石英安山岩

流紋岩

全火山岩類

砕屑岩類

全堆讃物

門前期

例一33

480～250

㌳〰��　

450}2ω

�〰�㌰　

㈰ぽ�　

�〰��　

台島･

西黒沢湖

㌰�㈱　

240～170

1200～830

1700～1200

1000～690

2800～1900

女川期

��　

㌵ぽ㌰　

490～420

940出?90

1500～1300

㈴〰��　

船川期

㈴��　

37⑪～2榊

610～遺蜘

230⑪曲一里芋⑬§

2900～22⑪e

天徳寺

期煎*

2～1

28榊奴

鰯～婁魯

郷e～§郷

§30}5餓

計

銚～鎚

塁納～薔40

4200～2皇⑪⑪

隻500円!800

η⑪⑪～鍋｡e

'いい

}J､〔

､容'

冊刈`

い㍉､

一て1一

ゆ;

蜘～蜘口順棚慢咽･1㎜咽･目･

単位:km3算定範囲は5万分の1地形図五城目･森剖し1(繭半鈴)1歓

嗣･太平山･周沢湖(西半分)･羽後和閏･刈林野･角餓(砕1砂)1本萩

･大曲･矢島･浅探･鳥海山･湯沢1羽前金111の地域である

(第19図)は門前期台島･酉黒沢期および女川期にみ

られそれぞれ370km3±250km3土90km3±と次

第に少恋く祖る.安山岩は各期にみられ門前期では

2,500km3±で非常に多量でそれ以後台島･西黒沢期

女川期および船川期ではそれぞれ200km3土330km3

土200km3±と急に少たくなる.石英安山岩と流

紋岩は各期にみられ門前期では350km3土と少なく

台島･西黒沢期では1,000km3±で非常に多くそれ以

後の女川期と船川期ではそれぞれ450km3±320km3土

で激減する.火山岩類を各期別にみると門前期では

安山岩が火山岩類の80%内外を台島･西黒沢期では石

英安山岩および流紋岩が火山岩類の70%内外を占める.

女川期および船川期でも石英安山岩と流紋岩が火山岩

類の50～60%を占め安山岩は40%内外である.女川

期の粗粒玄武岩は火山岩類の10%内外である.

次に火山岩類を各岩石ごとに岩系別にみると玄武岩

および粗粒玄武岩は高アノレミナ玄武岩系のb型と｡型お

よびソレイアイト岩系のものが大部分を占めこれらは

㈱N㈱馴姻策榔鰹ガ中部盆地～日本海洛滞地域の中新

搬入11憎類の最北

夏一⑪0員燃薯婁､絹繭玄武砦･糊櫛安1土踏3.玄武磐苗組粒玄

武幾(高アルミナ玄武岩系)〔d型〕をカルク｡アル弟リ岩系)

壌.玄武蛤与繍粒玄武砦(商ア沙ミ吟玄武砦第〔b型,C型〕とソレイ

ァイ!･娯系)5.安{拷(高アルミナ玄武堵蒸ご幻製〕とカルク･

アルカ三j猪系)6.安!l1嫌(南アルミ乎玄武猪薬ζ鴛穂〕とソレイ

アイト指系)7.石英安i1閉･流紋端(大部分はカルク･アルカリ

抽系)8.砕屑拷類

新しい時期ほど少量に次る.安山岩は種々の岩系のも

のがあり高アノレミナ玄武岩系めC型とソレイアイト岩

系のものは門前期では2,000km3内外以上あり新しい

時期にたるにしたがい急に少なくなる.高アルミナ玄

武岩系のd型とカノレク･アノレカリ岩系のものは合島･西

黒沢期と天徳寺期前半に少たく門前期女川期および

船川期に多くこの順序で少狂くなる.しかし安1⊥1･

岩全体のうちで高アルミナ玄武岩系のd型とカルク･ア■

ルカリ岩系のものの占める%をみると門前期と台島･

西黒沢期では20%以下であるのに対し女川期および同

期以後では80%以上であり注目すべきことである.

石英安山岩と流紋岩については未だ研究不充分であるが

門前期よりあとの各期のものは大部分もしくは相当部

分はカルク･アルカリ措系に属すると考えられる.

最後に火山岩類を各期別に岩系を総括すると門前期

の火山岩類は高アノレミナ玄武岩系のb型と｡型および

ソレイアイト岩系のものが70%以上を占めアルカリ岩

系のものによって特長づけられる.台島｡西黒沢期の

火山岩類は高アルミナ玄武岩系､のb型と｡型およびソ

レイアイト岩系のものが45%内外高アルミナ玄武岩系

のd型とカルク･アルカリ岩系のものが55%内外である.

女川期船川期および天徳寺期前半の火山岩類は高ア

ルミナ玄武岩系のd型およびカノレク･アルカリ岩系のも

のがそれぞれ70形以上80%以上大部分を占めてい

る.上記のように高アルミナ玄武岩系のd型とカノレク･

アノレカリ岩系の岩石が新しい時期ほど%が高くなる傾向

を示している.以上内陸盆地一目本海沿岸地域につい

て述べたが脊梁山脈地域については現在研究中である.

(筆者は地質部)

第19図秋四県阿仁鉱1I1引潮坑付近の二粗粒玄武堵の砦脈�


